
英語深層文型め一試案（1）※

村 田 忠 男

0． 本稿ば，変形生成理論の砺究成果を利用して，英語の深層文型を提案しようと

するものである。『

1． 変形生成理論がChomskyによって1957年に提唱されて以来，既に．17年になる。

1965年に発表されたAspectsρ判the Theory of Syntaxは「標準理論」の言わば．

Bibleであったが，それ以後， Fillmoreの格文法・t Lakoff， McCawleyなどの生成

意味論が冒頭し，それに応じて，Chomskyらも彼等に反論を加えっつ自らの理論を

修正発展させ，それが「拡大標準理論」と普通呼ばれているのは周知の通りである。

 本稿の拠って立つところは一応（拡大）標準理論であるが，場合によっては格文法

や生成意味論の研究成果が間接的にではあるが利用されていることもあるし，（拡大）

標準理論自体に賛成できない点がある時には敢えて疑問をぶつける場合もあろう。

2．' @言語には三種類のrecursive proces『が認やられている。その内conjμnc-

tionとrelativisationは，本稿では考察の対象から除外し， complementationのみ

複文型設定の際に考慮することとする。

 そこで私は英語の深層文型（Deep Sentence Pattern）を単文型（Simplex Sen-

tende Pattern）と複文型（Coniplex Sentence Pattern）の二段構えで提案するけ

れども，その区別はrecursive Sを含んでいるか否かで行い，かつ一つの文中に使

用されるrecursive Sの数は理論的には無限であるが，その生起しうる場所には制

限があるのであるから，複文型の一覧を作る場合も，ただ一回の生起のみに限定する

こととする。

 かくして，全ての深層文型をそれぞれの文のpreterminal stringsの枝分かれ図

によって，9個の単文型と9個の複文型にまとめていこうとするの（あるが，厳密に

言えばlexical itemの既に挿入されている深層構造（Deep Structure）とは別の
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ものであることを注意しておきたい。また，幾つかの文型に於ては，何らか（わ変形規

則や統語テストに対して異なった反応を示す場合，さらに下位分類されているものも

あるが，この下位分類は厳密にやれば切りのないものであり非常な困難を伴うもので

あるから，本稿では充分に一貫性をもって区分されているとは言い難いが，これは発

展途上にある変形生成理論のワク組み内でやる以上，仕方のないことだと思われる。

3． 安井稔は「英語教育の中の英語学」の中で次のように述べている。

  「つまり，従来わが国で行なわれてきた文型の概念というのは，ア三アンズ（C．

 T．Onions）に基く5文型にせよ，パーマー（H． E． Palmer）やホーンビ．一（A．

 S．Hornby）に基く動詞型（verb patterns）にせよ，いずれも，文の表面的な構

 造にのみ着目した分類方式であり，そのかぎりで不備な点を含んでいることは避け

 られず，深層構造という概念を導入することによって，これちに必要な修正を加え

 るべきである，ということである．。」 （P，160）

にもかかわらず，実際には5文型はあらゆる学校文法の中で決定的な位置を占め続け，

教師もまた疑うことなく，受け入れているように思える。PalmerやHornbyによ

る，より詳細な動詞型の分類も，近年ますます活用されているようだ。例えばHornby
                           o
のAdvαnced Leαrner'S、Oictionαrg of Current Englishや， A Guide to

Pαtternsαnd Usαge in Englishは，少なくとも実用面ではかなりの評価を受けて

いると考えられるし，実際，最近我国で出版された英語辞典一新英和中辞典（研究社），

ユニオン英和辞典（研究社），コンサイス英英辞典（三省堂）など一には，Hornbyの

分類を少し手直しして活用してある。これらの辞典が以前のものに比較して，1例文の

提示法が優れており，英作文にも活用しやすくなったのは，やはり「文型」を常に意

識しつづ，無駄なく各文型別に例文を載せる努力をするようになったからだと思われ

る。

 このように，・ますま・す利用されている「文型」ではあるが，満足のいく分類は現在

のところまだ存在しないといってよいであろう。その原因というのが，安井も指摘し

ている通り，いずれも文の表面構造にのみ着目して文型が分類されているということ

である。一例を'示せば，次の文はHornbyやPalmerによれば同じ文型に属するこ

とになっている。

 （1） He ．likes his wife to dress well．

 （2） The officer ordered his men to advance．
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英語深層文型の一試案（1）

 確かに表面的には（1）（2）とも“accusative with-infinitive”の構造を持つでいるが，

 次の一連の書き換えが示すように，動詞と目的語との関係は全く異なっている。

  （1）' a，． What he likes is for his wife to dress welL

    b． He likes there to be a meeting．

     c． ＊He'likes himself to dress welL＠

    d． ＊His wife is liked to bress w，ell by him．

  （2）ノa．＊What the officer ordered was for his men to advance．

    b． ＊The officer ordered there to be a meeting．

     c． The officer ordered himself to advance．

    d． His men were ordered to advance by the officer．

 この一例をもってしても，単に表面形式だけの観察に基づく分類ではなく，文のより

 論理的関係に着目した文型を考案する必要のあることが認識できよう。その時にこそ，

 Chomskyらの「深層構造」という概念は威力を発揮してくる。

  今一っ，Hornbyらの「文型」研究．に於ける・欠点は，「表記法」に一貫性がみられな

ノ いということである。次にあげるのはHornbyの分類の一部である。

   VP 1 Vb． 〉（Simple Direct Object．

   ' VP 2 Vb． x （not．× ） to-infiriitive， et6．

   VP．10 Vb． × （pro） nounXadverbial

   VPII Vb． × that-clause

   VP17 Vb． X gerund， etc．

   vp'19 Vb． x indir'ect object x direct 6bject

 以上の中で，“direct object”というのは文中の機能を示す概念であり，“gerund”と

 か“（pro）noun”などというのは語の形態や品詞名を示す概念であり，両者は峻別さ

 れるべきはずのものである。また，以上の動詞型は，このような表記法だと，それぞ

 れ無関係のようにしか取れないが，実際には動詞の次の要素は，全て“object”とuS

  う機能を共通嚇っているわけで，勧共通性が全く劾されて啄い・この欠点に

 対しても．Chomskyの提案は，全面的にとは言いかねるが，有効なものであるように

 思える。

  変形生成理論を利用して「文型」を練り直そうとする場合，以上の二点に特に留意

 していく必要があうであろう。
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4． 次に，本稿で使南する旬構造規則をあげておく。なお，規則を書く上の約束事は，

普通一に行なわれている通りどする。

 （3） Phrase Structure Rules （PS Rules）

   （i） S→NP AUX VP （ADVP）

         V（NP）（｛ぎ｝）

  （ii ）'VP→

            ADJ （PP）

         Cop   NP

              PP       ． '

  （iii） PP→P NP

（・・）NP一｛（DEτ娼曽）｝

轄醤蝶領1藷ご齢器難1艮

以上のPS rulesの中で， AUXとADVPは従来の文型研究と同様，一応，本稿でも
                                 を
取り扱うのをやめた。助動詞や副詞表現が来型に影響を及ぼす宙能性は全くないとは

言い切れず，'もしそケいう実例が見つかれば，将来改訂していかねばならないが，今
  ヒ 

回はその問題は一切無視する。    ．     ．   気

 （3）のPS ruleを展開していくと， P一 markerが得られるが，その際，各要素（文

法範疇）・間の関係はChomsky （ibid．，・p．71）によれば次のように定義づけられる。

 （4） （i） Subject-of： 〔NP， S〕

   （ii） Predicate-of 〔VP， S〕

   （iii） Dir6ct-Object-of： 〔NP， VP〕

   （iv）Main-Verb-of： 〔V， VP〕

Chomskyはこれだけしかあげていないが，それ以外の機能については，その都度論

じていきたい。

5．深層文型一覧表

 lj〈に，単文型，複文型の一覧表と，例辛をrっずつあげるが， AUXやADVP以

外にも，例えばNP， PP， VPなども議論に無関係な場合は展開を省略してある。
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．

英語深層．文型の一試案（1）
覧

-5．1．．単文． ^
（S1）  ． ．．  ，1       （S．2）

     ノ＼， ＿＿叉く＿
    NP ．，     VP       NP'        」 VP

                                                       
           一        111｛＼＼・．．

・． @C・P' NP   d。P． ADJ
Tim。 i、 m。ne' 凵D 一 ． J。h。 i、 A。n。、t，

（S3）‘ @              （．S 4）．

           S    ．1 '    、  ． S

  一      〈 NP            VP         NP  ．    VP

       域＿イ つ〉＼＼   一
     ' CQb  ADJ．PP＿C・p  PP

  Iam・…yf・・y・u・f・il・・さ・． W・a・d・f・h・蜘・、ize．

（S5）  ．．           （S6）

      ノ＼．．1ンミ＿
     NP ■t     VP   ．      NP  、    VP

                                      一

（A）Bi，d、 n，．． @    V  PP
 （B）．He stood up．
                             Hi、9。eatness li。、 i。 hi、

                             character．  ．

（S7）

           S          ． ．        ・

     NP     ．VP

           V ．    NP

   '（A） He read the b60k．

    （B）、He put away hiS books．

    （（：） They Iaughed at me．

    ◎．H，・・e・embl・・hi§m・th・r'・

    （E）        1．enVy yPUr beaUty．

                            〔137〕
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（S 8）

                s

     NP ． VP

                V NP ． PP

   （A） Dave gave a book to me．．

   （B）・Dave bought a'book fo．r Pete．

   （C） He suggested a hew procedure to the committee．

（S 9）

             s

     NP ， VP
             A  ・ 一

  ， V NP PP
   He persuaded the lady into'rparriage with him．

5．2．複文型

（c・） 〉閉一＿
                 NP ' ．' VP'

    （DET） ・ （N） S

   （A） The fact that she．solved t'i e problbm is significant．

   （B） That he will accomplish even more is likel y．

   ・（C） For Tony to．hit Jack was difficult．

   （D） The counselor began td ignore poor student．

（c 2） ・ ・E

             NP ・ VP
                        ／ン＼・

                       Cop' NP
                                         l -

                                         s

The trouble ts th' ≠?1 am short of money．
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英語深層‡型め一試案（1）

        NP VP

        ． 'Cop ． ADJ PP
                           A

                           P NP
                                       t

                                       s ・1'

      1 am certain of' Dick's be'ing loyal．

（1，C4） '・ ・S

       NP' ，， ，VP・

                一    ．噛

                v ． PP ・
                       A

                       P ． ． NP

                                   よ

                              ・A

     He failed ・in keeping his word．

（C 5） ' ・s
          A  ・ 一一
         NP ・ VP'
                 A

                 v ． ・ s

                     4  '

      John condescended to work at the museum．

（C 6） S
          NP ． ，VP
                  A．s

                 V ' NP

                   φ冷s

      （A）' 1 regret' the fact that s'he solved the problem．

      （B） 1 hate for John to leave．

      （C） 1 believe Johp to be dishonest．
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                                                      ＜．．ゴ．∴．

（c7）・ 刀r叉＼
       NP        ．VP

              、'／／↑＼＼＼

                 V  NP   PP

                        ！．．

                   △  ．  、 、

      （A） Th6y told me that I was too early．

      （B）Nobod・ eXp・．・t・d・f．J・h・th・・he c・uld be s・c・u．・1ト

（C8）      S

          NP   '  VP

                 ↑P

                           -

                           P      'NP

      ．              l
                                       S，

           They fo「ced．Jack'nto．s'gning． lhe rape「●

（cg）       S    」

           NP      VP
                                                                                                                                                                                            ロ  

                  ．／へ        Ψ
                                      V ．．Np     S

           He persu，aded Mary to wear the dress．

     6．単文型各論

     6．．1． Simplex Sentence・Pattern l．（S 1と省略）にlexi『al

      を下に掲げる。

           （5）'

                       ．S

                 一．

'．

                                     mopey

             '

                             〔140〕
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英語深層文型の一試案（1）

この枝分かれ図は，AUX， NPの展開，文境界記号＃，及びlexical ruleによって

導入されるそれぞれのlekical itemの正確なる内部構造などが全て省略されてはい

るが，“Time is money”の簡略化された深層構造であると考える。以下，本稿では，

特別の場合を除き全て簡略化して表示することにする。

 Copula動詞はbeだけであり，義務的にCop節点の下に導入されるが，ごの

Copは“predicative”「と同時にVPの下に直接支配されなければならない。S1で

はCopとNPが選択された場合である。次にあげるS2， S 3，§4もCopを取

るので，同時にpredicativeを示す節点が選択さ'れることになる。（4）にあげた（i）

から（iv）め定義に加えて， Copと同時に開かれる範疇の機能を次のように定義づけ

ることを提案したい。

 （6）（v）

      Predica・・ve一・f・隆i糊

6．2． S2の例として“John is honest”の深層構造を次に示そう。

      （7）

              S

         -
        NP        VP
               コ             コ               一      ・△C。p ADJ
        J・h・  1   1
              be         honest

何人かの変形文法学者は形容詞をmain verbとし， beをauxiliaryとして分析して

いるが，本稿ではその立場を採用しない。強力な理由があるわけではないが，もしbe

をaukiliary．とし， ADJがmain verbであるとするならばS l，S4に於けるNP

やPPも同様にmain verbとして分析されねばならなくなり，問題が複雑になるよ

うに思われるからである。

6．3． S3の例として“I am sorry for your failure”の深層構造を示そうq
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（8）

    s

NP VP
I Cop ADJ
    l  l

    be sorry

    PP

P NPf9 ，4≒論

Copと並んで開かれたADJ、の機能はPredicativeと呼ぶことを先程，提案したが，

VPに直接支配されているPPに関しでは適切な鱗名が貼らない・中島文雄が「琴

                                       N文法の体系」で使用している“adverbial complement”は必ずしも全面的にこのPP

と一致してはいないが，最も．近いように思われるので，ここで借用して，次のように

（4）の定義に付加したい。

 （9） （vi） Adverbial-Complement-of： （PP， VP）

6．4． S4の例として“We ar60f the same size”の深層構造を下に示そう。

     （10）

              s

        NP VP
       △ C。△Pや
        We Ll A
              be
                    P NP

   t， 1 ．，，， ］ ：                    of the selme size．
          x

この深層構造に“Preposition．Deletion”変形ゐ樋用された場合“We are the same

size”となり，表層構造を見る限りではS lと同じNP十Cop十NPであるが，深層

文型は明らかに異なっている。

 この文型に属する例文を幾つかあげておこう。

 （11） The chimneys are （of） the same height．'

   It is （of） no usef．3）3
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英語深層文型の一試案（1）

   1 am of yQur opinion．

   She is in good health．

 以上の他，SI～S4のどれに入れてよいか迷うような例がある。例えば，

 （12） a． This book is John's．

   b．' He is out． '

   c．，This bdok is for you．

   d． John' is in the garden．

（12）aの深層構造は概略次のようであったと考えられる。

  （13） ． S

    ／ノ／一    ．    ・
  NP AUX
．A． 〈＋prS'sent＞

This book

    vp

'Cop ． NP'

be

  the bobk

John has the book．

この形から“Thi・‘ b吹Ek ir・h・b・・k whi・h J・h・h…”となり“Thir b・・k．i・

John'．s book”のような中間構造を経て（12）aの表層構造になったと考えればこの文は

siに属することになる。

 （12）bの“out”は，普通，副詞と鯉されているが，そうだとすればbeはdopula

ではなくtrue verb≧いうことになる。または“out”をpredicativeと解して，

形容詞鞘語'E・］ 1・とり・s2の例とも考えられるが・ここ鱒結謙岬ない・

 （12）cのbeもcopulaではなく“be intended”のような意味を持つ』たtrue verb

と考えた方が良いかもしれない。

 （12）dは鈴木英一（「There構文覚え書き」）がtrue verbのbeの例として論じて
     c
いるものであるpその証明としてPseudo Cleft Testを次のように行なってY＞るが，

これだけで証明できるのであろうか？

（14）・'

@a． Where （＊wh4t） John is is in the garden．

   b． What （＊where） John is is in gooq．healthr

これら（12）g）ような文は，またの機会に考え直してみたい。．
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6．．．5． S5はsubjectNPと完全自動詞から構成されている文型で，特別取りあげる

べき問題もないが，従来intransitive verb一十particleと解されてきた“stand up”

のような場合も，本稿では単一の構成素とみなSC， lexical ruleによってVの下に'
                            '
同時に導入されると考える。

ようになる。

（15）

        s

    Np VP

4．'e
   Birds
            t

            fly

6． 6．

（17）

“Birds' ?撃凵h・と“He stood up”の深層構造は概略次の

    （16）

             s

  ‘ A一  NP

  He

     S6に含まれる文は次のようなものである。

   His greatness lies in his character．

   The plan resulted in failure．

   A week consists of seven days．

   He acted as an interpreter．

   ‘B． C．” stands for ‘before Christ．'

最初の文．ﾌ深層構造は次のようであったと仮定する。

［18）

        s

   NP 一 V-P

  His gr6111｛ness i A
            lie ' 'P ． NP
                  i

                  in
                         his

    vp
     l

     V

stand up

                           character

このPPの機能は，（9）で付加した“Adverbial complement”と同一と考えてよいであ

ろう。       

6．7． S7はtransitive verb十〇bjectNPの構造を持つ文型であるが，各文の

特性によって，五種類に下位分類する。      ・

                   （ 144 ）



英語深層文型の一試案‘（1）

6．7．1． S7の最初のタイプ（S7Aと呼んでおく）は次の例のよう（s最も典型的

な文の集合である。

   （1 9）

                   s

         Np ・ VP

                 read ， thte 06k

6．7．2． 第二のグループ（S7B）は， S 5でふれた“stand up”と同様，

particleつきの動詞をとるものであるが，この文型ではtransitive verb十particle

の形になり，全体で一つの構成要素と見なすことにしたい。

  このことは次のように受身文にしても切り離されず共に行動していることから支持

されよう。

 （20） He put awag his books． 

     ［＞His books were put away bY him．

     He looked up the information．

     ＝＞The information was looked up by him．

LeeS（The G・a？zm…fE・gli・h N・漁ψ・伽…PP・64-68）が・“・・ti6・

nominal”と“gerundive nomina1”を区別するために考案した“Action Nominal”
    ＠

テストも，動詞とparticleが一つの単位であり，かつparticleと前置詞は別のも

めであることを証明するのに利用できる。次のaとbを比較されたい。

 （21」 a． His putting away of his books．．．．．

        His lobhing up of the informatiQn． ．．

     b． His disclosing of the information． ．．．

  さらにFraser （‘‘Some remarks 6n the琴ction nominalization in English”

づ．92）の観察によれば，particleをobjectのうしろに移動した形“He．looks the

information up”に対応する“action nominal”を作．ることはできない。

 （22） ＊Hi s lobking of the information up．，．．

     ＊His putting o．f his books away：．．
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このことは，particleが深層構造で． objectの後にあったのではないことの強力な証

拠になりうるが，しかし，安井（「英語学の世界」p．23）が指摘しでいる通り「なん

らかの変形を受けた結果得られた構造から名詞的動名詞（本稿でのaction nominal

のこと）歩くととはできない」ということを証明しな・ければならない晒か珍事§

                   ダ   
ら，この言語事実もverb＋particleを一単位と見ることの間接的支持．にはなるであ

あろう。

 このような統語的証拠に加えて，verb十particleの結合体を深層構造では単一

の構成素．とみなすことによって，こういつた孝現特有の熟語的意味を解釈するのが容

易になるだろうとも考えられるのである。

6． 7． 3

文を含むg

（23）

S7の第3のグループ（S7C）は“They langhed at me”のような

      s

NP VPA・      V ． NPThey
   A-  laugh ' at
             me

この文型は表層構造を見る限りではS6と区別がっかないが， S 6の文は受動化が不

可能であるのに対し，このS7Cは動詞と前置詞が密接な結合体．となっていで，目的語

をと肱 しかも受動化が可能である。次を比較さ．れたい6，

 （24） a． They laughed at me （S7C）

     ［＝＞1 was laughed at by them．

   b．． His greatness lies ih his char'acter （S6）

     ［〉＊His character is lain in by his greatness．

このように全体で単一の他動詞と同じ働きを．する表現は数多くあるが，次に示すよう

なidiomは全て．この文型をとる。

 （25） account for， answer for， approve of， ask for， care for， do without，

   hit upon， impose．upon， listen to， look'at， look for， look into， rely

   on， speak to， think of， tell about， wait for，．．．＠
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           catch up with （一〇vertake）， do awdy with （一＝＝abolish）， fall in with

           （一accept）， kegp in with （＝＝＝defend），'，fall in'love with， get hold， oir

           lose sight．・of， make a fuss ．of， niake fun qf， takg' care of，．．．

      すでに言及したverb＋．particle の結合体と同様，本稿ではこれらの前置詞つきの

     idi・mも車一の構成要素であり・lexi6・nでは独立したle歯ical i．tetnであると考え

      そいきたい。

       序でながらβ7BとS7Cの．動議現1・は…ぞ…1・かP．・ep・・・…n h．…現識

     別灘いものがあるカ1・．この区男蝉既にふれ1：“Aption Nlminal”テスト鮪脚

      ある。次のaとbを比較さ．れたい。

       （26） a． Their laughing at me．'．．

              His'look'ing into the information． ．．

． ． b． His loohing uP of the information． ．．

       ．． Her puttin．s o？ qf hgr'things・ r・， ．

     （26）bの．・up・や．・on・はparticleであるから前置詞“of”が入っているカt'（26）aには

      挿．入できない。

      6・7・4 S7の第4のグループ．（S7D）は・普通“『1iddle verb”．と呼ばれる他

      動詞をとる文型で次のような文を含む・．

       （27） He resembles his father．

           Ed has a，good library．

           The beard suits his personality．

           ．He s'at the horsg very badly．

      “middle Verb”を選出するテストは二通りある。第一は， middle verbをとる文は次

   ．‘のように母動化が不可能である。

t （28）' @＊His fdther． is resembled by hirp＠

           ＊A good library． is had by． Ed．

           ＊His persona｝iFy is suited by the be．ard．

           ＊The horse was sat very badly by him．

      第二は，s7A， B， cに於て．は，．“action．n6minal”をつくるこ．とが可能であったが，

      “middle verb”をとるS7Dでは不可能である。

                                                                     '
       （29） ・ His disclosing．qf the information． ．， （・S7A）
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       His looking up of the information． 1． ． （S7B） '，．

       His looking into'the infgrmation． ．． （S7C）

     ＊His resemblirig of his 'father． ． ． （'S 7 D）

     ＊Ed's haying of a good library． ．． （S7D）

  以上のようなmiddle verbをとる文に加えそ， pride， availなどのように常に．

再帰代名詞を貝的語にとる動詞もS7Dのグルーフ。に加えてよいであろう。

（30） she prid6s hersielf on her good looks． “' 

     He availed himself of this chance．

こういう文は，Postalの“Cross．Over constraint”により，同一指示句が互いに

交差するのを禁じら．れており，それを犯せば次のように非文法的な文になる．．

（3i）
P '＊ 1：2：，eif／ is prided by ／：giSeif／． on he'r good iooks．

＊ ／：，e．mgeif］ is' avaiied by'／：1．：Seif］ 'of this cha．ce．， ， ． ．

6．7．5． S7の第5のグルーフ。『（S7E）．に関しては，．多少大担な仮説を含んで

いるため，少しく詳細に論じたい。

  JesperSen（M・E・．G・．，皿・P・295）は“Two Dire'ct Objects”の節で次のよ

うな例をあげて．いる。

 （32） strike him

strike

I envy you

I 'envy ydur

hear me

  ．
h ear one

answer me

answer thi．s qug．stio

ask J6hn
              ask

ask a questio

take the boy （out）

take a long walk

           ／

a heavy blowl

     beayty］ l

wo，d］ h6ar

           n］

     証

           ／t5ke

strike him a heavy blow

           ／

envy you your beauty．

me one word

 answer me this qtiestion

John a few question

    the boy a long walk

'
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i：igg． i一；2 ：； s'ins］ forgiye me my' sins

'さらに続けて，彼は次．のように述べている。
                   '

  “In aJl the combinatioris'placed in the．left-hand column we speak of

（dire6t） ．objects （'some of them instrumental objects）： ．may ．we not then

in those in the right-hand column speak of 'two ．objects and．call them

  both direct objects？”

確かに，表層構造を見る限りでは，どちらもdirect objectだと考えら'れるが，

J・・Pρ・senのあげているf 叫のラ機つ鱒'i・di・ec…bjec．tとdirec・・bjec・の

組み合せ． ﾆ解釈した方がよい．もの．もある。例えば，

  （33） Answer this question to me：

     ．［＞Answer me this question．

     Ask a． few' questions o．f John．

     e＞Ask John a few questions．

しかしながら，次にあげる例は，間違いなくdirect objeetが二つあると'考えざる 、

をえないで．あろう。                                  ・

  （34） 1 envy・ （you） your beauty．

      Forgive （me） my sins．

      Pardon （me） my gffqnc'e．

      Spare （me） my． Iife．

      Will you hear （me） my lesspns， please？

（）をしたobjectは，．論証では現在，普通には省略されるが，英国では（'）の

objectを使用する言い方も，使用しない言い方も，．どちらも可能である。

  これらの表現はしばらくおいて，次の（35）と（36）を比較されたい。．

  （35） Mary pinched Jbhn on the nose．

      He sttuck me on the head．

      The boy bit her in the neck．

  （36） Mary pinched ・John'g nose．

      He struck my head．

      The boy bit her neck．
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英語教育の現場に曾て，（35）は英語独特の表環法であるという説．明はよく聞くところで

あり，しばしば㈹の形が非難される場合さえあるように思われる。確かに（35）の方が文

体的には，よりidiomaticであるが（36）の表現も不可能でぽない。わずかなニュアンス

の差はあるかも知れないが，（35）と（36）は論理的に．は同義であると考えてよいであろう。

実際Fillm・・eは．“Th・． ca・e f・・c・・e”に於て・格文法のわく組内ではあるが・' （35）

と（36）には共通の深層構造を与えている。

  ．しかしながら，Chomsky は‘‘Some empirical issues in the theory of trans-

mational grammar”の中で，次のようにFillmoreに反論を加えている。

 “（74） （i） Mary pinched John ton the nose．

      （ii） Mary pinched John's nose．

 Fillmore would derive these forms from （75）， by a Category 1 rule analogous

 to the rule-of一 subject-choosing jUst discussgd： '

 （75） （V，．pinch）， （loc， John's nose）， （agent， Mary）．

 ．．． Here， too， however， the analysis seems'to me defec．tive． Thus suppose

 that pinch i's replaCed by pull in （75）． ． Then we can have the ahalogue to

  （74） （ii）， but not （74）（i）．”

この“垂奄獅モ?hと“pull”の置換は，正当な反論にはなりえない。というのは，“pull”

は（35）で使用された“pinch5'Cl'ような動詞類とは種類が異なっているからである。それ

でも，Chomskyは脚注48に於て，． ｳらに次のように説明している。

 “There is， of course， the Sentence Mary pulted John by the nose， but

 this surely must have a very different source， if meaning is to be

 expressed correctly． Similarly． compare Mary pulled Jo．hn's 'hair，

‘Mary pulled John by the hair． ＊Mary pinched John on the hair， etc，”

この脚注の説明は，な'んらFillmoreの反証にはなりえず，むしろ表層では類似の文

も，．動詞の特性によっては区別すべきであるということを主張．したにすぎない。

Chomskyは，“pU11”に置き換えて議論をすすめるかわりに，なぜ“pinch”の場合に

は（74）（i）と（ii）のような表現が存在するのかを論じるべきであったと思う。

  そこで，本稿に於ては，（35）と（36）は共通の深層構造により派生されたと仮定する立場

をとり，次のような湘構造を翻る。
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（37）

       s

NP' ・ ・ VP

 Mar．y
piL'ch ‘，． ［［］）］］1）i］）），，，，，，

       John's nose

上図に於て，“John's”というgenitiveは問題のあるところであり， Fillmoreはこ

れをDative caseから変形によって導いている・彼の議論も説得力はあるが，格文

法というわく組みの違いもあり，本稿では彼の立場をとらず，敢えて彼の中間構造に

あたる（37）を深層構造と仮定しておく。この深層構造から㈹は容易に派生できる力叉35）を．

派生するためには，我々は次のよう' ﾉ目的語の・head”noun と“genitive”n6un

を分離するような変形規則を仮定する必要がある。

 （38） （John's nose） o （John） （on the nose）

   t（my head］ ＝〉 Cme） （on the head）

ここで注意すべきは，これに類似した変形規則力s'（34）であげた表現を生成するために必

要になることである。

 （39） 1 envy （your beauty）

   ＝＞1 envY （you］ ［your beauty）

   Forgive （my sins］

   ＝＞Forgive （me） （my sins）

勿論（鋤と（39）で仮定した変形規則は，厳密には，全く同一であるというわけにはいかな

いかも知れない。しかしながら，両者は次のような共通性を有している：（38）と（39）の深

層及び表層文のどちらも類似の意味関係を持っている。つまりobjectNPの前半部は

“whole”bodyを示し1後半部はsubjectNPがそれに対して心的又は肉体的働きか

けを与えるところの具体的目標を示していると言える。

 ．以上の考察から， 従来比較的例外扱いを受けてきた（34×35×36）は共通性を有し，深層

『文型は§7で同一であることを提唱したい。

6．8． S8はditect objectを示すNPに加えて， indirect odjectを示す

NPないしPPをとる文型を全て含むこととし，次のような例を典型と考える。
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  ㈹．・・P・v…ld・b・・ktqP・…、

      b．Dave sold Pete a book．

  （41） ．a．Da＞e bought a bbok for Pet6．

      b．Dave bQught Pete a book，

・とb聯雲向義であることは明らかであり・“D・・…Shifl”変形・・よって関係

づけられていると仮定することは正しLSであろう。．問題は，深層構造をaにより近く

ナるか，bにより近くするかであり，こμに関しては，現在までのところ決定白勺轍

論は拙ざれτいないよう慮る．本稿では・・d・・ec・・bjec・が文末に・くる・形．の

方を，より深層構造に近似した形と考える立場をと．り1幾つか支持的羅拠をあげたい。

  Jackendoff （Semαntic Interpretαtion in Geneliαtive（｝rαmmqr， p．156）は次．

のように述べている。

“Wh・・h m・mber・f・h・b・・…ab・Y・h融e und・・1…g・・der・f・bjr…？

  Im・i・t・i・th・t th・・pP・・m・mb…（＝・）i・m・re p・imiti・e・ince・h・・rdr・

・1・・m・1・m・…NP一・PP i・w・d・・pread・ηE・gli・h and h・nce ' ＝Ela・r'・bl・

b・・e・・1・， wh・・・…h…de・PP-NP ig unk・・w・excep・…h・r・・w・

  constructions （f（40）b．（41）bの基本形）． and the order NP-NP is rare．

H・nce f・・r・・n6m・．…h・b・・e…eem・w・・e…aS・・m・・h・t tb・． d…Ve』

y・1・・p・・duce㈲b f…＠①a an母ゆf・6mω・・”

  Postal（c「oss／Lozie「Phenomenα・P・126）．も同様のことを次のよう・に述べてい』

る。

  ．“Cer・・i・'w・ak・vid…9f・r・・ki・g・heαf・・m・4・b・・i・d・・i…f・・m・h・．

fi・lq・f．・xcep・i・n・・．There are mq・y i・1・ances・f verb・l f・「nis whi・h

  ogcur only in theαform・

     （・）1・x・！・…d・h・p・・b16m・・H・m・h・ey・

' （ll）＊1．。x，1。i。。d H。m，h。ey、h。 p，。bl。mj．

The「e琶「e・hgWeve「・ha「qly an ?cases of ve「bal fo「ms「est「ic‘ed to． b

            ，，
  structures．

実際，私の調査した限りに何ても・b形だ・すにしか使用できない動詞は・ついに一語

も発．見されなかった。．もしこのことが事実なら，a形支持のかなり強い証拠になると

思、われる。
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さらに，次の（42）と（43）' �芒rされたい。

（42）

（43）

これはJackendoff

に於てindirect object'に相当する“Pete”と“Mary”がdirect objectを示す

“abook”と．‘撃?pi¢ture”の後にきた場合にのみ完全に文法的であるという事実は，

Fraser （ibid．，．p．92）もすでに指摘している通り，深層構造ではdirect object

が動詞の直後にくると考えた方が説明が易しい。 ・

 ・もう一つ，Postal （ibid．， p．126）のやや“tricky”な議論を紹介したい6

 （44）' a． ＊1 gave Charley to himself．

   b． ＊1 gave Charley himself． ' ．
これはa，b，共に三文法的であるがPostalにとってはbよりもaの方が多少は，

ましであるという。この事実に基いて，彼は，bが“cross-over”の原則を破って

．同一指示句がdirect objectを飛び越えて移動したと類推している。彼の提案する
                       L  ，
 “cross-over”．の原則はカ'なり有効だと考えられるし，また⑭bが“doubly”ill-

formedであるとすれば， a形を間接的に支持する証拠となりうる。

 以上のような考察に基いて，㈹a，bの深層構造を次のように仮定する。

 （45） ・ ' S

     ・ NP ・ VP              A
              V NP PP

      隔諭念P＜＼．
                      to

        ． 一一 ． Pete

 Dave's sale of a book to Pete．

？Dave's sale to 'Pete qf a book '

＊Dave's sale Pete of a book．

 Dave's painting of a picture fo'r Mary．

＊Dave's painting for・ Ma ry of a picture．

＊Dave's painting Mary，of a Picture． ' '

      （ibid；， p．156）のとりあげている例だが，この名詞化した表現

 次に，㈲aを（40）bに変える．“Dative Shift”変形と，（41）aを（41）bに変える“Dative

Shift”変形が同一の規則でよいのかどうかという昌昌に話を進めたい。まず，（46）と（47）
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を比較されたい。

（46）

（47）

（47）dの生成を防ぐ｛

さらに

づけを行なう方法が普通考えられている

Shi£t”

である力

  次の（48＞と（49＞を比較されたい。

（48）

（4 9）

a． Dave sold a book to Pete．

b． Dave sold Pete a book．

c． Abogk was sold to Pete by Dave．

d．'
@Pete was sold a book by Dave．

e． '・Abook was sold bY Dave to Pete．

a．' @Dave'bought a book' for Pete．

b． Dave bought Pete a book．

c． Abook was bought for Pete by Dave．

d． ＊Pete was bought a book by Dave；

e． Abook was bought by Dave for Pete．

          こ．は，“To Dative Shift”規則と“For Dative Shift”を分離し，

“Pa．ssiye”変形の後に“For Dative Shift”変形がかかるような規則の順序

                           ？・F。。D。、iV。 Shif、・，と．・T。 D。・i。。

変形を． ｪ離す彗き一番強力な．理由ば，以上の鱒dと㈲dに関する文法性め相違

㍉もつ．と聞接的な事実を一つあ．げてみたい・

                                       t

・
 
 

，
 
 

．
 
 

．
 
 

●
 
 

曾
 
 

●
 
 

●
 
 

，
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
 
・

これはEmonds

The'secretary Sent out a schedule ．to the stockholders．

The secretary sent a schedule but to '
狽??stockholders．

＊The secretary sent a schedule to the stockholders ovt．

？Tshe secretary sent ont the Stockholders a schedule．

  The secretary sent the stockholders out a schedule．

＊ The secretary sent・ the st6ckholders a schedule out．

4・bali bro”・ん置卿・・甲r・igars． f・ρ・d・

  He has brought some cigars down for Dad．

＊He ha＄' b窒盾≠№??s ome cigabs for'Dad down．

？He has．'brought down Dad some cigars．

 He has brought Dad down some cigars．'

'＊ He has brought Dad some cigars down．

     が‘‘Evidence that indirect object movement is a structure一

                      （ 154 ）
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preserving rule” （PP．10-13）であげているもので，特に（48）dと（49）dに関しては，

 三種類の方言が．あることを報告している・どちらのdも容認可能であるとする方言，

 どちらも認めない方言，それに（48）dは容認可能であるが，（49）dは認められない方言の

三種であるが，今，問題にしたいのは三番目の方言で，（4 8） dはto-dativeをζる文

であるのに対し，（49）d．はfo r-dativeをとる文であることの相違が反映していると考

 えられる。従って，この相違も，“T・Dative Shift”と“F・r Dative Shift”変形を

分離すべき問接的な証拠にはなりうる。なぜなら，もし“Dative Shift”規則を一種．

類だけにすると，三番目の方言で，⑱dは許して働dのような文はブロックするとい

 う特別のad-hocな条件が必要になるからである。

  to-dativeと．1加一dativeに加えて，次のような場合も，“Dative Shift”規則で，

 ゴとb・が関係づけられていると考えられる。

 （50） a． Dave pla'yed a trick on Pete．

    b． Dave played Pete a trick．

 （51） a ． Dave asked a question of Pete．

    b：'Dave asked Pete a question．

 これらon-ddtiveやofL dativeの移動規則は，既に述べてきたto-dativeやfo r-

dativeの規則とはさらに別のものであろうか？ これを確かめるために受動化テスト

 を次のように行なう。

 （52） A trick was played on Pete by Dave．

   Pete was played a trick by Dave．

 （53） Aquestion，was asked pf ．Pete by Dave．

   Pete wqs asked a question by Dave．

direct gbjectだけでなく，indirect objectを主語にした受動文も，生成を許され

 ていることから，これらon-dativeやof-dativeもto-dativeをもつ文と全く同じ

行動を示すことがわかる。そこで，従来“To Dative Shift”変形と呼ばれてきた規

則は，より適用範囲を拡張して，“To一 On一 Of Dative Shift”規則と改めることを提

案したい。

  以上の議論により，今までのところ，S8に次の二つのグループを認めることにな

．る。                        ．．  '

  （S8A）…  “TO．On． Of Dative Shift”規則と“Passive”規則を自由に適用
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               できる文型。

          （e． g．） Dave sold （gave， handed， read， ．．．）a book to P． ete．

                  Dave played a．trick on Pete．

                  Dave asked a ．puestion of Pete．

   （S8B）…  “For Dative Shift”規則は適用可能であるが・v indirect'obje．ctを

              受動文の主語にできない文型。

           （e．' g．） Dave bought （got， made， ordered，．．．）a book for

                  Pete．

このS．8A，S8Bに加えて，1次のような文をS8Cの例と考える．・

 （54） He suggested a ，neNkr procedu；e to the gommittee．

                                                                   e

     I explained the problem to Humphrey． ． ．'” ． ，

     He introduced Agnes to me．

     The teacher'pronounced the word for us．

     She 'closed the window for the baby．

これらの文には．“Dative Shift”変形を』適用することは不可能であり，次のようになつ

ってしまう。
                                         d

 （55） ＊He suggested the c'ommittee a new procedure．

     ＊Tbg t'eacher pronounced us the word．

また，indirect object 'を受動文の主語にすることもでき．ない。

 （56） ＊The committee was suggested a new procedure bY him．

     ＊We were pronounced the word by the teacher．

 以上の外に，方言差が原因で，S8A， B， Cのどれか決定し難く，慣用の定き？て

いない例も，この型1．こは時々見い出される。

（57） a．．He opened the qoor for （to）． me．

     b． ？He opened me the door．
                                 '

 （58） a．' She answered the question for Charles．

     b． ？． She answered Ch'ar16s the queStion．

我国で出版されている英語辞典には（57）b，（58）bのような例文が，何の注釈もなく掲載

されている場合が多いカ1，こ福を言忍めな瑛米人はかのである璽

da‘iv．e objlct・に関する際←終える前に1今ではa「chaic．奪用法となってL．ま．

                                                                  '唱      噛'．「

       ．
                                （ 156 ）
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           ぺつた“Ethical dative”について触れておきたい。

 （59） That was gou a joy！

   Now heed me that！

この“凾盾普hや“me」'は，「述べる事柄に関して話し手が関心を持っていることを示し，

または聞き手の関心を呼び起こすために挿入される」（清水護編「英文法辞典」，P．253）

もので，現代英語であれば（59）は次のように言うめが普通であるとGlrme （Sgntax，

p．108）は述べている。 ．

（60）T聯was a．loy・ltell you！

  'Now I want you to head that！

この言い換えは，Rossなどの提唱している・performative analysisが， Ethical

dativeの解明に有効であることを想、起させてくれる。 per'formative analysisは，

illocutionary forceを深層構造において直接表示することを目指したと考えてよい

が，例え1ギRoss（“On declarative sentences”）は・“Prices slumped”を次の

ような構造から導くことを提案している。

（61）．

     ！                       、
    ノ                         ヘ
    ノ                        

   ！／   S    ＼
   ，'一＼・、

  1         ．       1'NP        VP

  I    H-linguistic         l

  l＋decl…，・iv・ 1
  、               ．                         ．
  ． 、                               ！
   、                                  '      ・
   、                              一'

（61）の点線で囲んだ部分を削除する“performative deletion”という規則を彼は提案し

ているが，勿論，削除されない場合には“Itell you that prices slumped”のよう

な形になると考えられる。ここまで述べれば，既に，・（59）のようなEthical dativeを

含んだ文の深層構造をどのように設定すべきかに関するヒントは与えられている。つ

まり，（59）の“you”や“me”は，（61）中のperformative clauseのような．higher

sentenceの「生き残り」であり，それを許すためには， Rossの“performative
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deletion”とは異なる規則が，古い英語にはあったと考えればよい。

 以上の考察より，Ethical dativeを含む（59）のような文は， S 8に所属しないものと

する。

6．9。 単文型の最後の節で扱う文型S9・は，次のような文を含むものとずる。

 （62） He persuaded the lady into marriage with him．

    She dissuaded him from the plan．

    Something imPelled them to action．
                                 e

    Failure drove him into desparation． ， ・
    1． coaxed him out of his plan．

    1 suspected him of a crime．

    She aceused him of theft．

一等最初め文の深層構造は概略次のようになる。

 （63） ．・

          ・ s

     NP VP ' ・
    He ，）．．，［［2） A'
         persuade 一；F5t'一isAY'la p N：P
                       ．1

                      mto ／ X '
                            marriage with him ．

VPの下にPPを支配させないで， PPの部分をadverbia1と考えて次のような深層構

造．を提案する人がいるかも知れない。

' （64）

            s

     NP ， VP
   △／で｛＼一＿  ・                               ADVP

     恥晦ム謡＿h、．
                  the lady
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しかしながら，この代案は，“do so”テストによって， PPはVPの内部になければな

らないζとが次のように証明されるので，採用できない。

 （65）， a． He persuaded the lady into marriage with him and 1 did so too．

   b．．＊ He persuaded the lady into marriage with him and 1 did so into

      quarreling with him．

〈66） ．a． Mary accuse．d John of theft and'1'did so too．

   b．一＊Mary aceused John of．theft and 1 did so ．of murder．

そこで，（63）の深層構造は一応正当化されたわけであるが，その中のPP節点がどうい

う機能を持つかという問題が出てくる。VPに直i接支配されるPPは，実は既にS3，

S4， S 6に現われてお』り，このS9のPPも同様であるから，一括して，6．3．の

（9）で付加した“Adverbial-Complement-of”の名称で，この〔PP， VP〕の文法関係

を表わすことにしたい。ところが，ここで大きな問題に直面する。

 S8にはindirect objectを示すPPがあったが，このPPも，やはりVPに直接支

配されていたことを思い出されたい・S8の例として・次にもう一麟）の枝分趣図

を書き写すので（63）の枝分かれ図と比較されたい。            '

 （67） （一（45））

          s

  NP

A・ Dave

     VP

s／／ll・b． pANAp
        iio A'   a book

               Pete

この（67＞に於けるPPはindifect objectを示すものであり，“adverbial complement”

を示す（63）のPPとは，内部特性の組成が異なることは明らかであろう。つまりindirect．

object NPには〔十animate〕とか〔一abstract〕などのような特性が含まれている

のに対して，．“adVerbial complement”のPPに支配されているPPには，

〔一animate〕とか〔十abStract〕'のような特性が含まれており，・従って それぞれの

・文の深層構造は，省略なしに詳しぐ図示されるならば，S8とS9の．PPは明らかに区

別できるであろう。
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  しかしながら，lexical item挿入以前のpreterminal stringsの枝分かれ図によ．

って，本稿の文型分類はなされてきたのであるから，圃と㈲は区別できないことにな

ってしまうのである。S8のPPとS9のPP．は，その内部特性も， VPに対する文法

関係も異なること．は今まで述べた通りであるから，それを区別しえないChomsky流

のやり方には問題点があることになる。そうすると次のようなChomskyの大前提も

，再考を余儀なくされるかも知れない。

  “． ．．it seems unnecessa'ry to extend the system of rewriting rules in

  order to accoinmodate information of the sort presented in （2 ii＞ （i． e．，

  telational notions）． With appropriate general一 definitions of the relational

  notions involvedl this information can be extraeted directly from Phraser

  markers that are generated by simple rewriting rules such as （5） and （12＞

  This information is already contained， implicitlyr in the system of elepaen一 '

  tary rewriting rules．” （A．spects' of the Theory of Syntax，．p．74）

いずれにしろ，S8とS9は，文型一覧表を見た時に区別される必要があるが， Chomsky

流の文法関係の定儀の仕方を踏襲する限り，それらの機能を区別するのは不可能であ

 り，結局PPに支配されているNPの内部特性．を，文型一覧表に書き込むしか方法は

ないように思える。5．．1．の一覧表中S8とS9は次のように示す方が，もっと正確

．であることをここで断わってお・きたい。 （1974年9月30日）

（S8'）

       s

  NP ・VP
     ／／卜＼'

     V NP PP
         A
         P NP

（S 9'） ；

      s

 NP VP
      V NP              PP

P

注

   NP

  ※本稿は1もともと1974年1月，丁台基督教大学大学院に提出した修士論文に大幅に
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手を加え，日本語で書き改めたもので，裡文型あ研究を含む第1［部は，次回'発表の予

定である。

①これは，間もなく改訂版が発行され，動詞型にも改訂が施してあるらしいが，執筆

  時までに入手できなかった。

②asterisk（＊）は，その文が統語的又は意味的に逸脱している時に付けられる。

③SweetはNew』 dnglish Grαmmαr， ll， P．49で次のよう1三述べている。

   “This construction （e． g．， it is no use） app'arently began through

   dropping a prepgsition， for we一 can still say in the above examples

   of no use．．．” '
  Onions （Modern English Syntαx， p．87）も同様の見解を述べていて，本稿の

  立場を支持している。

④Ch・mskyは“Remarks on n・minahzation”に於て，“derived n・minals”（そし．

  て恐らく“abtion．nominal”も）は変形体というより，むしろ基底部の規則

で直訴成するこ．とを提案している・しカ・しなヵk“・ら・“・・ti・n・ngminal”を本

稿のようにテス．トに使用す6ことは・、全．く差し支えあるまい・'

＠Rosenbaum ・（ The Grammar of English Predicate． Complement Constructons）

iS，これら厳現のうち， hi・・p・n，・m…e・Pg…el…などを・bhque

  Verb Phrase Complepη『ntationをとう動詞の中に入れている。しかしながら本稿

  では，．これらの表現も直接目的語をとり，受動化が可能なので，S7をとるグルー

  プに入れた。次の例を見られたい。

   He cannot be relied upon．

   She is easily imposed upon．

   A bright idea has' been hit・ upoh by a・ccident．

⑥“resemble”を受身にした例は，普通見当ら． ﾈいが， Jespersen （M． E． G．皿，

  p．300）によると，“Ihave found one example of the passive：Bradley Sh．

  Trag．55 in the result of this peculiarity it （Othello） is resembled only

  by Ant，＆・Cleop．”さすがである。、

⑦この“Dative、Shift”規則の順序づけについてはFillm・reがIndirect Ob／ect

  ．Conbtructions in Englishαnd the Ordering of Trαnsformαtionsに於て最初
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tt ﾉ論じたが・旧規・つき・P・…1（・b・d・・．PP・．128-129）を参照した・

   ⑧例えばP。1itzer謡d P。litzerのTeαching．English asαSec・磁Language，

    'p．170を参照。
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